
愛知県がんセンター公的研究費内部監査規程 

 （趣旨） 

   第１条 この規程は、文部科学省が定める「研究機関における公的研究費の管理・監査

のガイドライン（実施基準）（平成 26 年 2月 18 日改正）」において要請されている

事項を踏まえ、愛知県がんセンター（愛知病院を除く）（以下、「がんセンター」とす

る。）における公的研究費に係る業務に関する内部監査（以下「監査」 という。）の

実施に関し必要な事項を定めるものとする。 

 （監査の目的） 

   第２条 監査は、最高管理責任者である総長の命により実施し、公的研究費の適正な執

行を確保することを目的とする。  

（監査の対象） 

 第３条 監査は、文部科学省等から交付される公的研究費を対象とする。  

２ 監査の対象期間は、監査を実施する年度の前年度とする。  

（監査の実施） 

 第４条 監査は、実地監査により行う。ただし、監査の事項によっては、書面監査によ

ることができる。  

（内部監査部門） 

  第５条 総長は、内部監査部門を運用部経営戦略室に設置し、監査に必要となる権限を

内部監査部門の長に付与することとする。 

  ２ 内部監査部門の長は経営戦略室長とする。 

（監査人） 

 第６条 監査は、運用部経営戦略室、管理課（会計グループを除く）及び中央病院臨床

試験部試験支援室に属する職員（以下「監査員」という。）が実施する。 

（監査への協力）  

第７条 監査員は、監査を実施するに当たり、監査の対象の研究者又は事務職員に対し

て関係資料の提出、事実の説明、報告その他監査の実施上必要な行為を求めることが

できる。 

２ 監査の対象の研究員又は事務職員は、円滑かつ効果的に監査が実施できるよう協力

しなければならない。 



（監査計画）  

第８条 監査員は、毎事業年度の始めに監査計画を作成し、がんセンター総長の承認を

得なければならない。  

（監査の通知） 

 第９条 総長は、監査の実施に当たっては、あらかじめ対象の研究者又は事務職員に対

し監査の事項、実施方法、実施期日、監査員の職及び氏名その他必要な事項を文書

により通知する。ただし、緊急又は特に必要と認められる場合は、口頭をもって通

知することができる。  

（監査の方法） 

第 10 条 監査は、監査計画書に従い、経費の執行内容、経費執行の進捗状況及び経費 

の執行管理等の体制について確認を行う。  

（監査の実施報告） 

  第 11 条 監査員は、監査を終了したときは、監査実施報告書を作成し、総長に報告す 

る。ただし、緊急を要すると認めた事項については、直ちに口頭をもって報告する。 

（監査結果の通知及び改善の措置） 

  第 12 条 がんセンター総長は、監査実施報告書の内容について、監査の対象者に通知 

する。 

２ 前項の場合において、是正改善の措置をとる必要があると認められるときは、当該

措置を講ずるよう併せて通知する。 

３ 監査の対象部門の長は、前項の通知を受けたときは、速やかに当該措置を講じ、そ

の結果を総長に報告しなければならない。  

４ 管理課会計グループは監査結果を受けて、随時、不適正防止計画に反映させること

とする。 

（補則） 

 第 13 条 この規程に定めるもののほか、監査の実施に関し必要な事項は、総長が定め 

る。  

附 則 この規程は、平成２８年１月５日から施行する。 

この規程は、平成２９年４月１日から施行する。 


